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1． (総選挙の結果) 

オーストラリアでは、5 月 18 日に連邦議会総選挙が実施され、上院の約半数（定数 76 のうち、

40 議席）と下院の全議席（定数 1511）が改選された。5 月 21 日（日本時間 9 時）時点で判明して

いる結果では、事前の予想を覆し、保守連合（自由党・国民党）が下院で過半数を確保し、2013

年から続く政権を維持する見通しとなった2（図表１）。一方で、上院では保守連合は過半数獲得に

は至らなかった（図表２）。 

 

選挙前の二党間の支持率の推移を見ると3、前回の総選挙（2016年 7月 2日）終了後間もない 2016

年 9 月以降、一貫して野党の労働党が与党の保守連合を上回ってきた（図表３）。保守連合は、2013

年に政権を獲得して以降、堅調な経済や財政収支の改善を実現したものの、党首（首相）が 2度も

交代するなど党内の対立が国民の不信感を招いた。終始劣勢であった保守連合は、選挙直前に盛り

返し、その差は縮まったものの、市場では依然として労働党が優勢と予想されていた。 

下院の獲得議席数を州別に見ると、ビクトリア州など労働党の獲得議席数が保守連合を上回った

州の方が多かったものの、クイーンズランド州で保守連合に大きく差をつけられ、これが全体の結

果へ響いた（図表４）。同州を拠点とする統一オーストラリア党やワンネーション党が前回の総選

                                                   
1 有権者数の格差を是正するため、下院の定数は定期的に見直されている。今回の定数は人口の増加に伴い、2016年の選挙時から 1議

席増加した（150→151） 
2 オーストラリアの連邦議会は、英国と同様に議院内閣制を採用しており、憲法上の慣習に基づき、下院で過半数を獲得した政党（連

合）の党首が首相となる。 
3 下院の選挙方式は、選挙区の候補者すべてに優先順位をつけ、第 1順位票で過半数を獲得する候補者が選出される。過半数獲得者が

現れるまでは、第 1順位票の得票が最小の候補者の得票を、投票者の指定した優先順位に従って、残りの候補者に配分することを続け

る方式であるため、全政党間支持率よりも上位二党間の支持率が重視される。 

 

（図表１）

首相 与党 就任日 退任日

ホーク 労働党 1983.3.11 1991.12.20

キーティング 労働党 1991.12.20 1996.3.11

ハワード 保守連合 1996.3.11 2007.12.3

ラッド 労働党 2007.12.3 2010.6.24

ギラード 労働党 2010.6.24 2013.6.27

ラッド 労働党 2013.6.27 2013.9.18

アボット 保守連合 2013.9.18 2015.9.15

ターンブル 保守連合 2015.9.15 2018.8.24

モリソン 保守連合 2018.8.24

（出所）National Archives Of Australia「AUSTRALIA'S PRIME MINISTERS」
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（図表２）
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挙から大きく得票数を伸ばす中で、２党が保守連合を支持したことが影響したと推測される。 

 

 

2． (今後の展望) 

モリソン政権の存続は、減速するオーストラリア経済にとっては、プラスに作用するだろう。両

党が公約として掲げていた政策を比較すると、労働党は税制改正では低所得者層への減税を重視す

る一方で、富裕層向けの増税を盛り込んだ他、環境問題の対策としてより急進的な目標を掲げたた

め、経済への影響が懸念されていた4（図

表５）。一方で、保守連合は、4月上旬に

発表した 2019／20 年度（2019 年 7 月 1

日～2020年 6月 30日）予算案において、

2018／19 年度予算案で既に示していた

低・中所得者層への減税やインフラ投資

の規模を拡大するなど5、2019／20 年度

における財政収支の黒字転換見込みを

背景に、より拡張的な財政政策を志向し、減速する景気を下支えすると期待される。 

また、選挙の大勢が判明した 20 日には、代表的な株価指数である S＆P/ASX200 指数が年初最高

値を更新し、米中貿易摩擦の影響で軟調だった豪ドルが持ち直すなど、予想に反して保守連合が勝

利したことが市場で好感されたと見られる。ただし、対外政策では中国寄りとされた労働党に対し

て、保守連合は米国寄りとされる。これまで保守連合は、中国の影響力拡大の抑止を念頭に、外国

人の政治献金の禁止や諜報活動への監視強化、さらに華為技術（ファーウェイ）に対して、5G通信

網への参入を禁止したことで、中国との関係が悪化している。中国は最大の輸出先かつ投資元であ

るため、関係悪化による経済への悪影響の懸念は引き続き残るだろう。 

以上 

 

                                                   
4 特に、ネガティブギアリングの適用厳格化は落ち込む不動産市場をさらに悪化させる懸念がある。 
5 2018／19年度予算案比で、低・中所得者層向けの所得税額控除は 2倍以上、インフラ投資は 1.3倍にまで拡大した。 
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（図表４）

保守連合 労働党 その他 州合計

ニューサウスウェールズ州
 (NSW)

23 23 1 47

ビクトリア州(VIC) 15 21 2 38

クイーンズランド州 (QLD) 23 6 1 30

西オーストラリア州 (WA) 11 5 0 16

南オーストラリア州 (SA) 4 5 1 10

タスマニア州 (TAS) 2 2 1 5

首都特別地域 (ACT) 0 3 0 3

北部準州(NT) 0 2 0 2

党合計 78 67 6 151

（出所）オーストラリア選挙管理委員会
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40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

2016/7 2017/2 2018/2 2019/1

保守連合と労働党の二党間支持率の推移

保守連合 労働党

（出所）NEWS POLL

（図表３）
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(図表５)

保守連合 労働党

税制改正

○富裕層を含む幅広い層への減税
・税率区分の見直し（37.0％の区分を収束）

○富裕層への増税（低所得者層を中心とする減税）
・保障連合案の見直し
・フランキング・クレジットの廃止
・ネガティブギアリングの適用厳格化（新築住宅に限定）
・キャピタルゲイン税控除の引下げ

環境問題

○パリ協定に基づき、2030年までに05年比26%～28%の
温室効果ガス削減

○パリ協定よりさらに踏み込み、同45％の削減
・2030年までに新車販売に占める電気自動車の割合を
　5割へ引上げ
・全発電量に占める再生可能エネルギー発電の割合を
　5割へ引上げ

（注意）フランキング・クレジットとは、株式配当の二重課税分を株主に現金で還付する制度。また、ネガティブギアリングとは不動産投資における

　　　　 損失を課税所得から控除できる税制優遇制度。

(出所)ＮＮＡ ASIA

保守連合及び労働党の公約の主な相違点


